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戦
後
の
昭
和
23
年
に
発
足

し
た
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

は
70
周
年
の
節
目
を
迎
え

た
。昭
和
か
ら
平
成
を
経
て
、

令
和
へ
と
繋
が
っ
た
本
年
度

は
新
た
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
姿
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
結

成
70
周
年
記
念
式
典
で
発
表

さ
れ
た
、「
チ
ー
ム
信
州
Ｐ

Ｔ
Ａ
70
周
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

お
い
て
令
和
元
年
度
か
ら
は

「
進
化
期
」
と
位
置
づ
け
た
。

時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
こ
れ

ま
で
の
歴
史
を
大
切
に
し
な

が
ら
「
大
人
の
学
び
の
機
会

の
提
供
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

常
に
進
化
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取

り
組
み
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ

た
。

　

本
年
度
は
、
本
会
が
目
指

す
理
念
を
共
有
・
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
長
野
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
憲
章
の
解
説
文
を
作
成

す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
活
性
化
し
た
効
果
的
事
例

を
全
県
か
ら
広
く
収
集
し
、

分
析
を
し
た
い
。
そ
の
結
果

を
全
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
「
学
び
の
機

会
の
提
供
」
に
繋
げ
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
一
助
と
し
て
役
立

て
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

　

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
抱
え
て
い
る

課
題
は
多
種
多
様
で
あ
り
、

家
庭
に
お
い
て
も
子
育
て
に

正
し
い
答
え
は
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
親
や
教
職
員
が
学

び
・
連
携
す
る
こ
と
で
、
新

し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
て

く
る
と
思
う
。
会
員
の
皆
様

に
は
、
小
さ
な
成
功
例
や
失

敗
例
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
、
80
周
年
に
向
け
て
こ
れ

か
ら
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｔ
）

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
は
奉
仕

型
、
参
加
型
、
学
習
型
の
三

種
類
が
あ
り
、
特
に
学
習
型

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
し
っ
か
り
と

触
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
と

結
成
60
周
年
の
折
に
も
提
言

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
長
野
県
施
策
の

ト
ッ
プ
は
「
学
び
の
県
づ
く

り
」
で
す
。
そ
れ
を
受
け
て

県
教
育
委
員
会
で
は
「
学
び

の
改
革
」
を
進
め
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
学
校
や
親
だ
け
で

は
十
分
で
は
な
く
、
や
は
り

「
地
域
」
の
協
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
地
域
活
動

の
第
一
歩
で
す
。
私
た
ち
Ｐ

Ｔ
Ａ
を
卒
業
し
た
メ
ン
バ
ー

は
、
地
域
の
教
育
力
の
担
い

手
と
し
て
精
一
杯
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
者
代
表
挨
拶

第
26
代
会
長

加
藤
二
佐
雄
氏

■
感
謝
状
受
賞
者

 (

敬
称
略)

70周年ビジョンで発表された「信州ＰＴＡモデル」
（３面の「信州PTAモデルに寄せて」をご覧ください）

受賞者の方々

　

冒
頭
の
式
辞
で
大
島
修
会

長
は
「
こ
れ
か
ら
も
『
学
び

と
連
携
』
を
大
切
に
し
、
信

州
の
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

式
典
で
は
、
過
去
10
年
間

の
歴
代
会
長
、
事
務
局
長
、

専
務
理
事
に
阿
部
知
事
よ
り

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。ま
た
、

70
年
の
歩
み
を
綴
っ
た
記
念

誌
・
県
Ｐ
バ
ッ
ジ
製
作
な
ど

の
記
念
事
業
の
報
告
や
長
野

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
今
後
10

年
の
道
標
と
し
て
策
定
さ
れ

た
「
チ
ー
ム
信
州
Ｐ
Ｔ
Ａ
70

周
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
発
表
さ

れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
る
べ
き
姿

を
再
確
認
し
て
閉
会
し
た
。

　
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
平
成
30
年
度
に
結
成
70
周
年
を

迎
え
、
平
成
31
年
４
月
13
日
信
濃
教
育
会
館
に
お
い
て
記
念

式
典
を
挙
行
し
た
。
阿
部
守
一
長
野
県
知
事
を
は
じ
め
と
す

る
来
賓
の
方
々
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
歴
代
の
正
副
会
長
な

ど
１
２
０
名
が
出
席
し
た
。

「
学
び
と
連
携
」で
新
し
い
時
代
へ

　

皆
さ
ん
の
お
力
で
、
長
野
県
の
子

ど
も
た
ち
が
守
ら
れ
、
長
野
県
の
教

育
や
地
域
社
会
が
こ
れ
ま
で
発
展
で

き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。　

　

長
野
県
も
日
本
全
体
も
、
教
育
を

ど
う
い
う
方
向
で
進
め
て
い
く
べ
き

か
今
は
大
き
な
転
換
期
に
来
て
い
ま

す
。
私
は
、
教
育
の
在
り
方
と
い
う

の
は
中
央
集
権
的
・
画
一
的
で
あ

っ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
学
校
で
あ
れ
ば
子
ど
も
た
ち
を

直
接
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
先

生
方
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
ま
さ
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
思
い
や
考
え
方

が
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
在
り
方
に

し
っ
か
り
と
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
希
望
を
も

っ
て
、
安
心
し
て
よ
い
人
生
を
歩
ん

で
い
け
る
よ
う
な
教
育
を
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
実
現
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

共
に
全
て
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

長野県知事
阿部守一氏

長野県
ＰＴＡ
連合会結成70周年記念式典

26
代
会
長　

加
藤
二
佐
雄

27
代
会
長　

勝
家　

満

28
代
会
長　

今
井　

仁
志

29
代
会
長　

山
﨑　

弘
道

30
代
会
長　

胡
桃
澤
公
司

31
代
会
長　

青
木　

十
郎

32
代
会
長　

千
野　

貴
文

事
務
局
長　

北
村　

敏
幸

事
務
局
長　

西
村　

健
治

専
務
理
事　

毛
涯
二
三
男
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「東部」（定例だよりとタイムリー号）

「なんてん」「伊小ＰＴＡ」「高綱」

祝辞を述べる三輪教育次長

令
和
元
年
度

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
定
期
総
会

第29回 長野県小･中学校ＰＴＡ広報紙コンクール
今年度は、73校（小学校52校・中学校21校）の応募があり、審査の結果16校が入賞の栄に輝いた。

長
野
県
教
育
委
員
会
賞

　

☆
長
野
市
立
東
部
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　

「
東　

部
」

　
　

松
本
市
立
開
智
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

松
本
市
立
清
水
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

松
本
市
立
菅
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

長
野
市
立
三
本
柳
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

松
本
市
立
波
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

長
野
市
立
戸
隠
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

(
小
・
中
学
校
別
の
郡
市
順)　

　

☆
佐
久
市
立
佐
久
平
浅
間
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
茅
野
市
立
湖
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
松
本
市
立
旭
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
松
本
市
立
鎌
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
長
野
市
立
川
中
島
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
長
野
市
立
東
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

佳
　
　
作

優

良

賞

優

秀

賞

最
優
秀
賞

信
濃
毎
日
新
聞
社
賞

　

☆
長
野
市
立
吉
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　

「
な
ん
て
ん
」

（
一
社
）日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
工
業
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
支
部
長
賞

　

☆
飯
田
市
立
伊
賀
良
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　

「
伊
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

　

☆
松
本
市
立
高
綱
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　

「
高　

綱
」

　

☆
印
の
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
広
報
紙
が
、
全

国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
推

薦
さ
れ
た
。(

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
推
薦
規
定

に
よ
り
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
６
点
、
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
４
点
を
推
薦)

令
和
元
年
度
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
表
彰
受
賞
者

　

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
本
会
の
発
展
に
貢
献

し
た
方
々
を
定
期
総
会
に
お
い
て
表
彰
し
て
い
る
。

　

本
年
度
の
受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

高
見
澤
真
紀
（
全

佐

久
）

由
井
千
佳
恵
（
全

佐

久
）

大
西　

孝
一
（
全

佐

久
）

中
垣　

交
造
（
上　
　

小
）

小
林　
　

恵
（
上　
　

小
）

塚
田　

英
一
（
更　
　

埴
）

浅
井
か
よ
子
（
更　
　

埴
）

小
野　

文
久
（
上

伊

那
）

向
山　

賢
悟
（
上

伊

那
）

中
山　

佳
代
（
上

伊

那
）

市
場
香
代
子
（
上

伊

那
）

磯
部　

直
子
（
飯　
　

伊
）

古
畑　

俊
明
（
塩　
　

筑
）

倉
田　

治
彦
（
木　
　

曽
）

石
井　

千
史
（
安
曇
野
市
）

白
鳥　

郷
史
（
安
曇
野
市
）

丸
山　

英
樹
（
大　
　

北
）

佐
々
木　

伝
（
松

本

市
）

湯
本　

英
俊
（
松

本

市
）

黒
岩　

裕
子
（
上

高

井
）

新
野　
　

健
（
上

高

井
）

金
子　
　

功
（
中　
　

高
）

山
崎　

明
子
（
中　
　

高
）

福
澤
み
ゆ
き
（
中　
　

高
）

川
口　
　

彰
（
上

水

内
）

伊
藤　

勝
人
（
上

水

内
）

内
田　
　

正
（
長

野

市
）

千
野　

和
江
（
長

野

市
）

花
﨑　

哲
也
（
長

野

市
）

持
田　

貴
康
（
教
師
幹
事
）

小
林　

徹
哉
（
教
師
幹
事
）

橋
本　

郁
子
（
副
編
集
長
）

宮
本　

信
子
（
編
集
部
員
）

伊
藤　

由
佳
（
編
集
部
員
）

●全体的に見やすいレ
イアウトを心がけて
おり、手に取って読
みたくなる広報紙が
数多くあった。
●紙面の見栄えとア
ピール性を高めるた
めに「見出し」と「写
真」を見直してみる
とよい。
●見出しは、記事の要
約であることを意
識し、本文から貴重
な単語を３つほど
選んで作ることもで
きる。特にあいさつ
文やインタビューで
は、伝えたい内容を
見出しにまで絞り込
むことが大切。
●手作り感満載の広報
紙もあり、温かい気
持ちになった。
●地域の人々など、学
校を支えている人々
の紹介記事はとても
よい。

＝審査員の講評＝ 受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

長
野
市
立

東
部
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

大
人
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
支
え
合
う

　
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
５
月
31
日
、
信
濃
教
育
会

館
に
お
い
て
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
県
内
16
郡
市
代

議
員
出
席
の
も
と
、
大
島
修
氏
が
三
期
目
の
会
長
に
選

出
さ
れ
、
令
和
へ
の
改
元
と
と
も
に
次
な
る
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。

　

大
島
修
会
長
は
、
冒
頭
の

挨
拶
で
「
昨
年
度
は
現
場
と

の
情
報
共
有
が
十
分
と
は
い

え
な
い
と
い
う
課
題
へ
の
対

策
と
と
も
に
、
県
Ｐ
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
機
会
を
積

極
的
に
展
開
し
た
『
学
び
と

連
携
』
を
加
速
し
た
年
だ
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

続
け
て
「
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
結
成
70
周
年
記
念
式

典
で
は
『
チ
ー
ム
信
州
Ｐ
Ｔ

Ａ
70
周
年
ビ
ジ
ョ
ン
』と『
信

州
Ｐ
Ｔ
Ａ
モ
デ
ル
』
を
発
表

し
た
。
県
Ｐ
連
合
会
は
保
護

者
と
教
職
員
と
の
距
離
感
が

近
く
、
厚
い
信
頼
関
係
で
結

ば
れ
て
い
る
こ
と
、
関
係
諸

団
体
と
の
連
携
が
密
で
あ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
『
私
』
や
『
私
の

子
ど
も
』
だ
け
で
な
く
、『
私

ど
も
の
側
に
立
っ
た
学
び
や

学
び
の
場
を
充
実
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
大
人
が
目
的
や
方
向

性
を
共
有
し
、
連
携
・
協
力
・

協
働
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
全
て
の
小
中
学
校

で
設
置
さ
れ
て
い
る
信
州
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

仕
組
み
を
活
用
し
た
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
大
日
方
貞
一

信
濃
教
育
会
事
務
局
次
長

は
「
未
来
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
は
、
自
ら
の
夢
や
希
望

に
向
か
っ
て
安
心
し
て
明
る

く
は
つ
ら
つ
と
歩
ん
で
ほ
し

い
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

願
い
支
え
る
皆
様
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
が
、
点
と
線
の
活
動
で

な
く
、
互
い
の
繋
が
り
に
よ

り
、
面
の
活
動
と
し
て
地
域

で
の
子
育
て
の
一
翼
を
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
さ

れ
た
。

　

引
き
続
き
、第
29
回
県
小
・

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
の
表
彰
を

挟
ん
で
、内
藤
謙
代
議
員（
松

本
市
Ｐ
）
の
進
行
で
議
事
に

入
っ
た
。
平
成
30
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
報
告
、
令
和

元
年
度
の
役
員
選
出
、
事
業

計
画
案
及
び
予
算
案
が
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

島
田
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
畑
広

報
部
長
に
話
を
伺
っ
た
。
以

下
は
お
二
人
が
語
っ
た
内
容
。

　

工
夫
し
た
点
は
、
昨
年
度

初
の
試
み
と
な
っ
た
「
タ
イ

ム
リ
ー
号
」
の
発
行
で
す
。

機
に
応
じ
て
情
報
を
そ
の
都

度
届
け
、
よ
り
多
く
の
会
員

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
の
が
目
的
で

し
た
。
７
月
と
２
月
発
行
の

活
き
活
き
と
し
た
大
人
の
背
中
を

三

輪

大

島

大
日
方

長

野

県

教
育
次
長

長

野

県

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

信
濃
教
育
会

事
務
局
次
長

子
ど
も
の
学
び
の
場
の
充
実
を

地
域
で
の
子
育
て
の
一
翼
を

た
ち
の
子
ど

も
た
ち
』
と

し
て
、
み
ん

な
で
全
て
の

子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
意

識
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
、

活
き
活
き
と

し
た
大
人
の

背
中
を
見
せ

な
が
ら
楽
し

く
活
動
し
て

ほ
し
い
」
と

力
強
く
語
っ

た
。　

　

来
賓
祝
辞

で
は
、
三
輪

晋
一
県
教
育

次
長
が
「
子

親
子
で
取
り
組
め
る
内
容
に

し
ま
し
た
。
取
材
で
し
か
会

う
機
会
の
な
い
方
々
の
話
が

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

定
例
だ
よ
り
「
東
部
」
の

間
に
８
回
発
行
し
ま
し

た
。　

　

特
集
記
事
の
テ
ー
マ

は
、
部
員
が
親
と
し
て
何

を
知
り
た
い
か
意
見
を
出

し
合
っ
て
決
め
ま
し
た
。

関
心
ご
と
の
一
つ
で
あ
る

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、

笑顔の島田ＰＴＡ会長
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「長野県自転車の安全で快適な利用に関する条例」が公布さ
れました。令和元年10月１日から自転車の使用者に賠償保険
等への加入が義務づけられます。「長野県ＰＴＡ小・中学生
総合補償制度」に子どもが加入すると、家族全員に賠償補償
が適用されますので、是非ご活用ください。詳しくは長野県
ＰＴＡ連合会のホームページをご覧ください。

（http://pta-naganoken.net/)

長野県ＰＴＡ小・中学生総合補償制度

　長野県ＰＴＡ新聞やホームページ、フェイスブックを通して、郡
市ＰＴＡの活動や各専門委員会の取り組みを紹介します。ＰＴＡ活
動の支援につながる事例を紹介するリーフレットを作成します。
○長野県ＰＴＡ新聞の編集と発行（年２回）
○ホームページ、フェイスブックなどによる広報活動
○第30回長野県小・中学校ＰＴＡ広報紙コンクールの企画と運営
○ハンドブック「よりよいＰＴＡ」の編集と発行
○第10回長野県三行詩コンクールの企画と運営
○広報リーフレットの作成

神津　貴志　委員長
（上小　東御東部中学校）

広 報

　家庭の教育力向上、学級ＰＴＡの充実、地域との連携を目指し、
学校と家庭と地域の教育バランスが整うよう会員相互の対話が伴う
研修事業を推進します。
○陽だまり懇談会及び陽だまり研修会の企画と運営
○学級ＰＴＡの活性化のための効果的な事例調査の集約と分析

森　しのぶ　委員長
（大北　大町第一中学校）

子育て

　各単位・郡市ＰＴＡの課題などを把握・共有し、新役員研修会を
主軸に会員や役員に必要な知識や情報などを提供し、活動の更なる
向上に貢献していきます。
○ＰＴＡ新役員研修会の準備と運営
○ 16郡市ＰＴＡ連携懇談会 (組織運営の部 )の準備と運営
○ 28次・29次研究委嘱ＰＴＡへの支援、30次ＰＴＡの選考

森山　康晴　委員長
（飯伊　喬木第一小学校）

活動支援

　教育に関しての様々な問題や課題について対応・検討をします。
「学びの改革」について保護者はどの様な事ができるのか、どんな
方向に進んでいくことが望ましいのか、現状との差が何処にあるの
か協議し、保護者の在り方について考えていきます。
○県教育委員会との懇談会の開催
○ 16郡市ＰＴＡ連携懇談会（教育課題の部）の準備と運営
○長野県小・中学校長会との懇談会への協力
○「学びの改革」について保護者に求められる役割の協議と提案

小川　節（たかし）　委員長
（木曽　南木曽中学校）

教育連携

　各種ＰＴＡ活動の推進及び、将来に向けた県ＰＴＡとしての方向
性を確認する機会の提供に貢献していきます。
○小・中学生総合補償制度の加入促進に関する活動
○長野県ＰＴＡ憲章の会員への周知と浸透に関する諸活動

総 務
小林　智（さとる）　委員長

（飯水　栄小学校）

令和元年度 委員会活動 大
島
会
長

「
信
州
Ｐ
Ｔ
Ａ
モ
デ
ル
」に

寄
せ
て

　

私
が
上
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長
と
し
て
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
に
初
め
て
お
世
話
に

な
っ
た
平
成
27
年
度
は
、
大

き
な
変
革
の
真
っ
只
中
で
し

た
。
平
成
25
～
26
年
度
に
あ

り
方
検
討
委
員
会
、
そ
し
て

平
成
27
年
度
に
改
革
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
活
発
に
議
論

を
重
ね
な
が
ら
、
新
た
な
Ｐ

Ｔ
Ａ
組
織
の
姿
を
模
索
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
当
時
、
別
の
方
面
か

ら
は
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
郡
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
存
在
意
義
を
問
う
声

も
あ
り
、
ま
さ
に
混
沌
と
し

た
状
況
で
あ
っ
た
と
記
憶
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
頃
、
ふ
と
感
じ
た
の

は「
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
誰
の
た
め
の
、

何
の
た
め
の
組
織
な
の
だ
ろ

う
か
？
」
と
い
っ
た
、
と
て

も
シ
ン
プ
ル
な
問
い
で
し

た
。

　

私
た
ち
は
〝
子
ど
も
た
ち

を
中
心
に
〟
と
い
う
想
い
は

あ
る
も
の
の
、
と
か
く
組
織

の
維
持
や
事
業
を
優
先
し
が

ち
で
し
た
。
保
護
者
と
教
職

員
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
郡
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
教
育
関
係

諸
団
体
と
の
距
離
を
感
じ
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
学
生
時
代
か
ら

体
育
会
系
の
世
界
で
生
き
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
人
一
倍

チ
ー
ム
と
し
て
の
一
体
感
を

大
切
に
し
て
き
た
の
で
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
「
チ
ー
ム
信
州

Ｐ
Ｔ
Ａ
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
皆
様
と
意
識
の
共

有
を
し
や
す
く
す
る
た
め

に
、
リ
ン
ゴ
を
モ
チ
ー
フ
に

表
現
し
て
み
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
期
間
限
定
の
異

業
種
・
異
文
化
・
異
年
齢
交

流
団
体
で
あ
り
ま
す
。
本
当

に
様
々
な
考
え
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
持

ち
、
立
場
や
地
域
を
越
え
て

活
き
活
き
と
活
動
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

明
る
い
未
来
が
拓
け
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
に
は
８
０
０
万
人
を

超
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
お

り
、
長
野
県
に
は
15
万
人
、

５
３
５
校
の
公
立
小
中
学
校

等
が
連
合
会
に
所
属
し
て
お

り
ま
す
。
や
が
て
は
長
野
県

か
ら
こ
の
「
信
州
Ｐ
Ｔ
Ａ
モ

デ
ル
＝
り
ん
ご
の
絵
」
を
発

信
し
、
日
本
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ

Ａ
組
織
に
、
少
し
で
も
影
響

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
精
進

し
て
参
り
た
い
も
の
で
す
。

令和元年度 長野県ＰＴＡ連合会役職員名簿
会　長　　　　　大島　　修

副会長（東　信）神津　貴志

　　　（南　信）森山　康晴

　　　（中　信）小川　　節

　　　（北　信）小林　　智

　　　（母　親）森　しのぶ

　　　（教　師）池田　純一

専務理事　　　　小山　修二

監　事（父　親）駒場　　豊

　　　（母　親）関　　育美

　　　（教　師）湯本　和子

顧　問　　　　　千野　貴文

理　事（全佐久）西部　元和

　　　（上　小）神津　貴志(兼)

　　　（更　埴）寺澤　孝一

　　　（諏　訪）雁木　周平

　　　（上伊那）酒井　裕司

　　　（飯　伊）関　　耕介

　　　（木　曽）牛丸　　梓

　　　（塩　筑）鈴木　紳平

　　　（安曇野市）北澤　宏和

　　　（大　北）傘木　　誠

　　　（松本市）内藤　　謙

　　　（上高井）宮川　　浩

　　　（中　高）佐野　香里

　　　（上水内）柳澤　史樹

　　　（飯　水）堀内　智史

　　　（長野市）小林　正和

　　　（東信母親）黒岩　宏美

　　　　　　　　町田由美子

　　　（南信母親）小飼　明子

　　　　　　　　松澤　千佳

　　　（中信母親）青木　和美

　　　　　　　　山本　美帆

　　　（北信母親）野本　沙織

　　　　　　　　伊藤美知子

　　　（教　師）浅野　真澄

　　　　　　　　松島　良次

　　　　　　　　宮澤眞由美

　　　　　　　　小林　康彦

　　　　　　　　加藤　好章

　　　　　　　　谷口　陽治

　　　　　　　　山田　敏彦

幹　事（教　師）堀　紀美子

　　　　　　　　蟹澤　友司

　　　　　　　　松本　雄二

　　　　　　　　桂本久美子

　　　（保護者）五味　明美

　　　　　　　　竹腰　弘恵

　　　　　　　　柄澤みゆき

　　　　　　　　小野みさき

　　　　　　　　石田　房子

　　　　　　　　山岸　優子

　　　　　　　　外山あけ美

　　　　　　　　降旗　丈美

　　　　　　　　上原佑実子

新聞編集部（教師）堀紀美子(兼)

　　　　　　　　林　　明美

　　　（保護者）小林恵美子

　　　　　　　　西澤　洋子

　　　　　　　　井上　亜里

　　　　　　　　森山　奈々

　　　　　　　　宮尾　彰一

　　　　　　　　黒岩　直貴

　　　　　　　　小林　朋子

事務局（事務局長）滝澤　　宰

　　　（書　記）木内　京子

　　　（臨時書記）宮川さやか

未来を担う子どもたちの内なる力を信じ
社会でたくましく生き抜く力を育みます

信州育み宣言～子どもと一緒に様々な体験を～
私たちの

保護者と教職員による
子どもの 未来づくり5か条

第1条　学 ぼ う ！　子どもと自身の成長のために
第2条　築 こ う ！　家庭と学校の信頼関係を
第3条　見守ろう！　子どもの健やかな成長を
第4条　繋げよう！　家庭・学校・地域を太い絆で
第5条　伝えよう！　郷土の文化と美しい自然を

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
憲
章

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

パイロット

保育士

教　員

地元スキー
会社の社長

航空自衛隊の
パイロット

子どもの
頃の夢
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丸子北中学校

山形小学校

単位PTA訪問
№92

編

後
集

記

おやき作りを体験中

前庭の枝垂れ桜

花も笑顔も咲いてます

地域に学び、地域と共に学ぶ

上 田 市

丸 子 北 中 学 校
ま る こ き た

ス
リ
ム
化
を
図
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

家
庭
で
大
切
に

し
た
い
こ
と

リ
ユ
ー
ス
品
の

払
い
出
し

児
童
が
主
体
と
な
る

「
あ
そ
び
の
広
場
」

食
の
悩
み
を
解
消
す
る

調
理
実
習

　

保
護
者
か
ら
の
意
見
を
参

考
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
ス
リ
ム

化
を
図
っ
た
。
時
代
の
流
れ

や
保
護
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル

を
大
切
に
、
負
担
の
軽
減
を

目
指
し
て
い
る
。

　

平
日
の
会
議
は
開
始
時
間

を
で
き
る
だ
け
保
護
者
の
仕

事
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
午
後

6
時
に
設
定
。
30
分
を
超
過

し
な
い
よ
う
行
っ
て
い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
議
員
会
は
年
に
1

回
に
し
、
新
旧
役
員
引
継
ぎ

会
と
同
日
に
開
催
す
る
こ
と

に
変
更
し
た
。

　

毎
年
２
回
実
施
さ
れ
て
き

た
各
地
区
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子

作
業
は
年
1
回
に
減
ら
し
た
。

そ
の
代
わ
り
学
校
敷
地
内
の

草
刈
り
や
泥
浚
い
の
環
境
整

備
作
業
を
、
子
ど
も
が
在
籍

す
る
3
年
間
に
1
回
参
加
す

る
よ
う
に
変
え
た
。
今
年
度

の
作
業
は
8
月
31
日
に
行
わ

れ
る
予
定
だ
。「
自
分
の
子

ど
も
た
ち
の
使
う
学
校
な
の

で
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
」

と
、
１
年
生
の
親
子
を
中
心

に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

取
材
を
終
え
て

取
材
を
終
え
て

丸
子
コ
ス
モ
ス
大
学

私
の
上
着
に
は
、
今
年
度

か
ら
２
つ
の
バ
ッ
ジ
が
つ
い

て
い
る
。
一
つ
は
、
70
周
年

を
迎
え
て
復
活
し
た
長
野
県

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
バ
ッ
ジ
。

Ｎ
（
長
野
県
）
の
文
字
の
中

に
、
子
ど
も
を
中
心
に
親
と

教
職
員
が
両
脇
か
ら
体
を
寄

せ
、
互
い
に
手
を
組
み
合
う

姿
を
表
し
て
い
る
。
中
心
の

深
緑
色
と
周
り
の
黄
緑
色
が

爽
や
か
だ
。
も
う
一
つ
は
、

所
属
す
る
郡
市
校
長
会
の

バ
ッ
ジ
。
高
村
光
太
郎
の
言

葉
で
あ
る
「
い
く
ら
回
さ
れ

て
も
羅
針
盤
の
針
先
は
天
極

を
指
す
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

羅
針
盤
の
針
を
表
し
て
い

る
。「
天
極
」
は
子
ど
も
た

ち
。
ど
ん
な
時
に
も
天
極
を

見
失
わ
な
い
よ
う
に
と
作
ら

れ
た
。
二
つ
と
も
、
子
ど
も

を
中
心
に
お
い
て
そ
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
私
た
ち

の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
て
い

る
。　
　
　

自
分
の
つ
け
て
い
る
バ
ッ

ジ
は
、
意
外
に
自
分
か
ら
は

よ
く
見
え
な
い
。
け
れ
ど
、

悩
ん
だ
り
、
困
難
に
ぶ
つ

か
っ
た
り
し
た
時
に
、
仲
間

が
つ
け
て
い
る
バ
ッ
ジ
を
見

る
こ
と
で
、
目
指
す
と
こ
ろ

に
立
ち
返
り
、
共
に
歩
ん
で

い
こ
う
と
勇
気
づ
け
ら
れ

る
。バ

ッ
ジ
の
重
み
を
感
じ
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

の
た
め
に
、
新
た
な
時
代
に

お
い
て
も
支
え
合
い
、
学
び

合
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
。　
　
　

（
Ｈ
・
Ｋ
）

◇
新
聞
編
集
部
員

◇
広
報
委
員　
　

伝統を受け継ぎ歩む

　松本平を東に望み、西には雄大な日本アルプスがそび
える山形村。明治19年に旧大池学校、山県学校が合併し
て誕生した山形小学校。「なかよく」「かしこく」「たくま
しく」の学校目標のもと、480名の子どもたちが自然豊か
な地で学んでいる。

　上田盆地を流れる千曲川の支流、依田川の下流域に丸
子北中学校がある。「自ら考え、進んで学習する生徒
（自主）思いやりのある、心豊かな生徒（友愛）明るく
健康で、粘り強い生徒（鍛錬）」の学校教育目標のも
と、297名が学び合う。

山 形 村

山 形 小 学 校
や ま が た

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
ス
リ
ム
化

し
て
も
、
生
徒
た
ち
を
見
守

り
育
て
る
心
は
全
く
変
わ
ら

ず
、
丸
子
コ
ス
モ
ス
大
学
な

ど
子
ど
も
の
学
校
生
活
を
支

え
る
活
動
が
引
き
続
き
行
わ

れ
て
い
る
。
生
徒
を
見
守
る

側
の
保
護
者
の
気
持
ち
や
意

見
も
大
事
に
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
が

感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
「
丸

子
コ
ス
モ
ス
大
学
の
よ
う
に

地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携

し
て
生
徒
た
ち
を
支
え
て
い

き
た
い
」
と
の
鶴
巻
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
て

い
た
。

　

小
学
校
の
前
庭
は
豊
か
な

木
々
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。

中
で
も
見
事
な
の
は
樹
齢

学
習
の
成
果
を
発
表
し
て
い

る
。

　

今
年
度
も
地
域
の
講
師
を

迎
え
、
ふ
れ
あ
い
学
部
「
お

や
き
作
り
」
学
科
、
伝
統
学

部
「
生
け
花
」
学
科
な
ど
5

学
部
16
学
科
の
授
業
が
行
わ

れ
、
47
名
の
地
域
の
方
が
生

徒
と
一
緒
に
学
ん
で
い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
チ
ラ
シ
作
成
の
資

金
協
力
、
参
加
者
と
の
意
見

交
換
会
に
も
出
席
し
、
生
徒

た
ち
と
地
域
の
関
係
作
り
を

支
援
し
続
け
て
い
る
。

　

毎
年
秋
の
秋
桜
祭
で
は
保

護
者
や
地
域
の
方
を
招
い
て

◎
堀　

紀
美
子
（
旭
ケ
丘
小
長
）

〇
林　
　

明
美
（
塩
崎
小
頭
）　

　

小
林
恵
美
子
（
吉
田
小
Ｐ
）

　

西
澤　

洋
子
（
湯
谷
小
Ｐ
）

　

井
上　

亜
里
（
須
坂
小
Ｐ
）

　

森
山　

奈
々
（
安
茂
里
小
Ｐ
）

　

宮
尾　

彰
一
（
篠
ノ
井
東
小
Ｐ
）

　

黒
岩　

直
貴
（
松
代
小
Ｐ
）

　

小
林　

朋
子
（
山
王
小
Ｐ
）

◎
神
津　

貴
志
（
上　

小
）

○
小
林　

正
和
（
長
野
市
）

　

関　
　

耕
介
（
飯　
　

伊
）

　

北
澤　

宏
和
（
安
曇
野
市
）　

　

松
澤　

千
佳
（
上
伊
那
）

　

加
藤　

好
章
（
大　
　

北
）

　

谷
口　

陽
治
（
上
高
井
）

　

堀　

紀
美
子
（
上
高
井
）

　

外
山
あ
け
美
（
長
野
市
）

参
加
し
、
麩（
ふ
）の
ラ
ス
ク

な
ど
３
品
を
調
理
し
た
。
参

加
で
き
な
か
っ
た
家
庭
で
も

献
立
作
り
に
役
立
て
て
も
ら

う
た
め
、
実
習
後
に
は
全
家

庭
に
レ
シ
ピ
を
配
布
し
た
そ

う
だ
。

　

保
健
厚
生
委
員
会
で
は
年

１
回
調
理
実
習
が
あ
る
。
学

校
給
食
の
献
立
作
り
を
し
て

い
る
栄
養
士
に
、
日
頃
か
ら

感
じ
て
い
る
食
に
つ
い
て
の

悩
み
、
興
味
の
あ
る
食
材
や

調
理
方
法
な
ど
を
相
談
し
、

そ
れ
を
基
に
メ
ニ
ュ
ー
と
レ

シ
ピ
を
作
成
し
て
も
ら
う
。

昨
年
度
は
保
護
者
10
名
程
が

　

「
地
域
に
学
び
、
地
域
と

共
に
学
ぶ
」
を
願
い
と
し
た

丸
子
コ
ス
モ
ス
大
学
は
、
15

年
前
か
ら
開
か
れ
て
い
る
。

信
州
型
Ｃ
Ｓ
に
加
え
、
地
域

の
方
が
生
徒
と
一
緒
に
受
講

で
き
る
と
こ
ろ
が
特
徴
だ
。

コ
ス
モ
ス
大
学
の
名
前
は
学

校
で
大
切
に
育
て
て
い
る
コ

ス
モ
ス
の
花
に
ち
な
ん
で
命

名
さ
れ
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
教
養
部
が
主
催

し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

伴
い
使
わ
な
く
な
っ
た
運
動

着
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど

を
回
収
し
、
リ
ユ
ー
ス
品
と

し
て
無
償
で
払
い
出
し
を
行

っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
１
１
１
点
の
回

収
品
が
あ
り
、
65
点
が
再
利

用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
人
気

が
あ
る
の
は
、
高
学
年
の
運

動
着
だ
そ
う
だ
。
保
護
者
か

ら
も
学
用
品
の
払
い
出
し
は

あ
り
が
た
い
と
好
評
で
あ

り
、
今
後
も
物
を
大
切
に
す

る
機
会
と
し
て
継
続
し
て
い

き
た
い
と
い
う
。

主
催
で
「
あ
そ
び
の
広
場
」

が
行
わ
れ
て
い
る
。
学
習
の

中
に
も
遊
び
心
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
と
始
ま
っ

た
。

　

地
元
の
講
師
の
方
を
招

き
、
木
工
や
ク
ラ
フ
ト
、
和

太
鼓
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は

興
味
・
関
心
の
あ
る
講
座
に

参
加
し
て
い
る
。

　

年
度
初
め
に
日
程
や
内
容

を
決
め
、講
師
の
方
を
探
す
。

「
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
い

か
に
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん

で
も
ら
う
か
苦
労
も
多
い

が
、
そ
れ
以
上
に
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見

ら
れ
る
こ
と
が
幸
せ
だ
」
と

神
農
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
笑
顔
で

語
ら
れ
た
。

　

毎
年
11
月
中
旬
の
土
曜
日

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

協
力
の
も
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
養
部

　

児
童
が
学
校
生
活
を
よ
り

快
適
に
送
る
た
め
に
は
、
家

庭
で
の
過
ご
し
方
が
大
切
。

そ
の
思
い
の
も
と
、
各
家
庭

で
は
よ
り
よ
い
家
庭
生
活
を

送
る
た
め
に
ど
ん
な
工
夫
を

し
て
い
る
か
、
平
成
29
年
度

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
校
長
先
生

が
中
心
と
な
っ
て
ア
ン
ケ
ー

１
５
０
年
以
上
に
な
る
枝
垂

れ
桜
だ
。

　

そ
の
手
入
れ
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
が
行
っ
て
い
る
が
、
桜
の

土
壌
の
手
入
れ
は
、
子
ど
も

た
ち
が
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

幼
少
の
頃
か
ら
親
し
ん
だ

桜
を
、
親
に
な
っ
た
今
、
子

ど
も
と
一
緒
に
手
入
れ
を
す

る
保
護
者
も
い
る
と
聞
く
。

　

枝
垂
れ
桜
に
、
親
か
ら
子

に
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い

く
地
域
の
伝
統
の
一
端
を
感

じ
た
。

ト
を
行
い
、「
家

庭
で
大
切
に
し
た

い
こ
と
」
と
し
て

ま
と
め
、
カ
ー
ド

（
写
真
）を
制
作
。

　

「
笑
顔
で
挨
拶　

大
人
か
ら
」
な
ど

基
本
的
な
事
柄
が

並
ん
で
い
る
。
忘

れ
て
し
ま
い
が
ち

だ
が
大
切
な
内
容

だ
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

や
学
校
説
明
会
を

通
し
て
各
家
庭
に

配
布
さ
れ
、
子
ど

も
と
共
に
学
校
生

活
を
送
る
指
標
に

も
な
っ
て
い
る
。
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